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、2016年度の当会活動は三井物産環境基金、公益信託経団連自然保護基金、公益信託大成建設自然歴史環境
基金の助成と自販機等による寄付および協力企業・団体および会員メンバーの協働により実施致しました。 
 
１. 事業実施の方針 
 
   アニマルパスウェイの普及に向けて、普及啓発・設置支援活動を推進し、樹上性野生生物のロードキル 

からの防護および遺伝子の多様性保全に資する活動を行う。 
 
２．アニマルパスウェイの普及啓発活動（意識の醸成、環境教育） 
（１）啓発普及活動： 

①子供向け絵本パンフレットの配布および環境教育②絵本の増刷、絵本のアニメ化など 
2月に増刷した絵本「ヤマネのマルくん南の森へ」は総計1万8千部となり、やまねミュージアムや 
那須平成の森における配布をはじめ、教育機関への配布（調布第2中、隠岐の島町教育委員会等）。 
また絵本をアニメーション化し、HPにキッズコーナーを開設し掲載した。(12月完成) 

②5月6-8日 隠岐の島町で小学生に絵本配布し講演・調査実施 

湊会長と饗場さんが出向かれ隠岐の小学生全員にミニ絵本を贈呈した。 

ヤマネを調査している森の地元の小学校にはヤマネを見てもらい、調査意識を高めた。 

そこでは今後巣箱をかけクラブ活動として展開してもらうことになった。 

ヤマネ保護活動とともに将来アニマルパスウェイも実現できればと考えている。 
 
 
                     
 
 
 
   
 
 
 

 
       島の子供達にヤマネとアニマルパスウェイの話をする会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
         設置したフィールドカメラとヤマネの巣箱に入ったシジュウカラ 
 

③企業等との連携（参加、費用、意識の醸成）・ 
◆キリンビバレッジバリューチェーン、サントリービバレッジサービスの２社との協働：｢森と命を繋
ぐ架け橋支援プロジェクト｣を推進、全国の道路利用企業や関心を持っていただける企業などにＣＳＲ
活動の一環として、アニマルパスウェイ支援自販機による寄付（売り上げの２％以上）に取り組んでい
ただいており、４台増加できました。 
◆5月30日経団連自然保護協議会の交流会：ポスター展示し、ビデオを見ていただきました。 

 ◆9月16日～17日、ＡＣＡＰ（消費者問題専門家会議）の自主研究グループの皆さんが清里にお出でい
ただき、アニマルパスウェイとやまねミュージアムを視察していただきました。 

  
 
 
 
 
                   
 
    

 
  経団連自然保護協議会でのポスター展示     ACAPの皆さんのアニマルパスウェイ視察 
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◆新宿区ＮＰＯ推進センター：区民との交流会での講演 
12月8日当会が法人登録する新宿区にて交流会があり、当会を紹介する機会に恵まれ、2時間以上の講演
・質疑を行った。(参加者10名) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新宿NPO推進センターの交流サロン          講演する代表理事 
 
④ヤマネの巣箱づくり(企業のＣＳＲ活動支援) 
2月25～26日、大成建設グループが毎年実施するヤマネの巣箱づくりボランティアツアーを支援した。 
子供たち20名を含む総勢54名により実施。材料の木材等は大成建設が寄付、前日は4名が前泊して巣箱
づくりの材料などの製作準備を実施し212個を製作した。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 湊会長の巣箱製作講習      製作した巣箱(212個)     大成建設の参加メンバー 

 
⑤教材への寄与 

   SAPIX（株式会社日本入試センター）の生物多様性の教材にアニマルパスウェイが掲載され、小学 
5年生の教育に活用してもらっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑥12月8日-10日 エコプロ展出展 
  今年で3年目のエコプロダクツ2016に出展。本年の来場者数は下記の通り。 

総来場者数：167,093人、ブース来場者は約700名あった。今回は公益財団法人キープ協会環境事業部
のブースと隣り合わせで、ヤマネやアニマルパスウェイについての説明について連携できた。 
また、多くの子供達や一般の方々にアニマルパスウェイをPRするとともに、アニマルパスウェイの設
置に関する情報なども得ることが出来た。出展に当たり、アニマルパスウェイ研究会ならびに会員の
皆様に設営や説明の助力を得ることが出来、深謝申し上げる次第です。 

                         
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        ブースに訪問頂いた子供たち     アニマルパスウェイのディスプレイ 
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（２）国内連携 
  ①道路生態研究会：2015年11月に発足、当会顧問栁川先生は副会長で、会長は自然保護協会の亀山理

事長。当会は法人会員として参加。事務局は高速道路調査会にある。6月11日、10月1日、12月3日の
研究会ならびに10月2日の見学会に当会メンバーも出席し、連携を行ってきた。また11月22日の当会
主催のシンポジウムの共催もお願いした。 

②「野生生物と交通」研究発表会:2017年2月17日に第16回の研究発表会が北大で開催された。当会は
アニマルパスウェイ研究会とともに共催となっており、本年はポスター参加を行った。また盛岡北道
路のアニマルパスウェイについてメンバーが発表を行った。当研究発表会を主催する一般社団法人北
海道開発技術センターならびにロードエコロジー研究会に11月22日の当会主催のシンポジウムについ
て共催を頂き、今後の様々な連携を図っていくこととした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     12/3研究会における日大伊東准教授    2/17野生生物と交通研究発表会（小田氏）     
 

③野生生物と社会学会：11月6日 東京農工大学農学部において、テーマセッション「野生生物と交
通」が開催さされ、当会として「経団連から始まったアニマルパスウェイの開発と普及の12年」を代
表理事が講演した。また終了後講演者や関係者が集まり、課題や今後の方向性について話し合えた。 

 
（２）国際発信： 

①ＨＰの充実 
HPを4月から新しいプラットフォームに掲載し、facebookとの連携なども図りました。またHPの英語版
も作成し、海外へのアニマルパスウェイの紹介も始めた。また1月にはキッズ用アニメも英語版に追加
した。 

 
 
 
 
 

 
②IENE2016（Infra Eco Network Europe）への参加：8月30日-9月2日フランス、ＬＹＯＮ第3大学に
て開催したIENEに湊会長､代表理事がアニマルパスウェイについてポスター発表した。 

 国際会議には44ｹ国約450名が参加し、当会からはそのほかの一般会員2名も参加。道路対策状況の視
察、新しい野生動物とインフラに関する知見などについて情報交換を行った。 
またポスター発表は全体で2件のアワードの内の1件に選ばれた。 
各国は行政側、研究者、コンサルなどが参加していたが、日本からは研究者、コンサルが中心で 

行政側の関心が低いのが欧米や東アジア各国より遅れているように思えた。また樹上性動物に対す
る道路対策施設はほとんどなく、多くの参加者の関心をひくことが出来た。（経団連自然保護基金の
助成により実現） 
 
視察ツアー TRIP３に参加、3ケ所の対策システムを見学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  道路側から3方向に動物探知センサーにより近づくと道路標識に速度低下が表示される 
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           カントリーロード下部に人工的な獣道 
ポスター発表 
韓国やタンザニアあるいはEUの各国の方が関心をもってくれた。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アニマルパスウェイについてポスターや映像で参加者に説明、大会のポスターアワード受賞。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  昼休みに表彰式、副賞はHANDBOOK OF ROADECOLOGY   様々な生物とインフラの発表があった 
    
③国際やまね学会に会長ら出席：9月9日～10日 イギリス READINGにて開催 

   湊会長と饗場さんが参加し、英国PTESが実施した日本のアニマルパスウェイの設計に基づいた 
ヤマネ用のパスウェイの話などについても意見交換した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      PTES Ian氏（BBC放送）       （ワイト島のアニマルパスウェイ） 
 
  ④国際シンポジウム第2回「広げよう野生動物の歩道橋」の開催と意見交換会：11月22日、23日 

国連生物多様性の１０年日本委員会連携事業として、国土交通省国総研、経団連自然保護協議会の後援 
を受け、北青山のTEPIAホールにて開催。参加者は125名。 
今回は、オーストラリアメルボルン大のロドニィー・ヴァンダー・リー氏（HANDBOOK OF ROAD ECOLOGYの
編著者のお一人）および英国のヤマネ研究者でワイト島にアニマルパスウェイを設置されたイーアン・
ホワイト氏を招き、基調講演を頂き、さらに国内の道路と野生生物に関する取り組みについての専門家
の講演を行い、さらに湊会長をコーディネーターに国際連携と教育についてのパネルディスカッション
を開催した。 
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また、翌日にはシンポジウムを受けて、特に海外招聘者のお二人との情報交換会を開催した。 
     （詳細は別添報告書参照） 

 
（３）普及のためのアニマルパスウェイ・マニュアル化委員会の発足(2016） 

国道、高速道路仮設用などのAPWが設置・計画され、よりわかりやすいマニュアル制作が必要になって
きた。そこで、会員から参加者を募り、6月に委員会を発足させた。またこの作業に当たり、既設場所
や計画場所の設置に関わる様々な確認作業も行った。 
座長はアニマルパスウェイ研究会の最初からのメンバーで清水建設の小田氏にお願いし、現在各章ご
とに班構成で、総勢23名余りの皆さんがこのマニュアル化に取り組みまとめた。 
委員会は計7回開催し、概ねマニュアルを完成、近々『アニマルパスウェイの製作・建設ガイドブック
』として発行予定。（発行は2017年4月以後） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     9月7日の第3回委員会          12月17日の第6回委員会（大成建設にて） 
 
 
（４）国内の樹上性動物の生息状況およびAPW設置のための調査・提案(2016～2017）（設置場所、調査） 

①北杜市のアニマルパスウェイ設置候補地の生態系調査 
   昨年度のアニマルパスウェイの設置場所を既存の資料からGISにて絞り込み作業を行い、11ケ所を抽

出した。これらについて、現地概査を行い、3ケ所に絞り、本年度、樹上性動物の生態調査をニホン
ヤマネ保護研究グループに依頼して、調査を行った。その結果、北杜市小淵沢の1ケ所について、設
置適地であるとの結果を得た。しかしながら、土地所有者等の課題もあり、今後北杜市に提案しつ
つ、煮詰めていく必要がある。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      候補地付近（カーブがある）           ニホンリスの食痕 
 

②那須平成の森のモニタリング復旧作業を行い、樹上性動物のAPW利用状況を調査。 
7月5日と8月5日に那須平成の森にて調査・設置を行い、3年ぶりにモニタリングを復旧させた。以前の
方法は赤外線センサーを利用したものであったが、自動車の感知などによる検出回数の増大で、上手
くいかなかった経緯があり、今回は新たなシステムを準備した。本システムはアニマルパスウェイに
設置されているTVカメラ（残念ながら1ケ所は故障のため、片側しか使えなかった）からの動画映像を
夜間（19時～翌朝07時）まで連続撮影し、動体検知専用ソフトを備えた専用PCに接続して解析を行っ
た。その結果、連続映像を人力にて連続視聴する必要は無くなった。大幅な効率化に結び付いた。検
出されるものの中で一番多いのは自然現象（雨、風による木々の揺らぎ）であるが、二番目にはAPWを
利用する昆虫類（蛾、クモ類、ザトウムシ、カガンポなど）であり、三番目にヒメネズミであった。8
月上旬から11月の解析ではヒメネズミ（2個体以上）が繁盛に利用している映像が得られた。珍しいと
ころではコウモリの映像が得られ、森の多様性を示しているが、以前のモニタリングにおいて確認さ
れているヤマネ、モモンガは今後に期待している。 
またフィールドカメラを子供達に、アニマルパスウェイの導入路設置作業の折に設置してもらったが
、導入路にはキビタキなどの鳥類が止まり木に利用している以外は今のところ映像・画像は得られて
いない。 
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アニマルパスウェイ導入路に設置されたフィールドカメラ（三井物産環境基金）とキビタキ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
動体検知システム（三井物産環境基金）       動体検知したヒメネズミ 
 

③アニマルパスウェイの設置可能な場所についての調査 
a.国交省東北地方整備局盛岡河川道路事務所国道4号線盛岡北道路のアニマルパスウェイ 
◆5月31日 小田、小坂、大竹で施工中の現場を視察、岩手河川国道事務所の皆様にアドバイスを 
行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
    道路と森林の離間距離が長く工夫が必要   積雪に対して、メッシュを粗くしてある 
 
  ◆1月27日 小田、小坂、岡、渡邉、山本がアニマルパスウエィの製作建設ガイドブックに活かすため

竣工後の状況の視察を行った。ニホンリスが35m長の4車線国道上のアニマルパスウェイを行き来して
いる状況が確認されている。（なお、11月に完工し、モニタリングを3月まで実施） 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      1月27日の視察メンバー           完成したアニマルパスウェイ 
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   b.名古屋市立東山動物園にアニマルパスウェイ出現 
    もともと名古屋市では守山区にアニマルパスウェイをつくるなど、アニマルパスウェイの設置 
    に前向きな自治体である。東山動物園にもこのノウハウを活かしてリス用アニマルパスウェイが 

お目見えした。資金は支援者の寄付によるもので、当会の春日井市の会員の中田さんからレポー
トがあった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
             東山動物園のアニマルパスウェイ 
 
   c.国道交通省中部地方整備局の高速道路紀勢線の仮設道路の下部にアニマルパスウェイ 

深い渓谷を挟む高速道路の橋梁建設において、橋梁下ならびに工事用仮設橋の直下の森林の伐採
を実施する。但し当該地域にはニホンヤマネの生息が確認されており、ヒノキの人工林と常緑・
落葉樹の混合林を工事のため最小限伐採する。その間を繋ぐため、アニマルパスウェイを両岸の
仮設橋直下に設置することが決まり、会長らが指導してきた。 
9月26日に湊、岩渕、大竹が現地を視察、指導してきた。11月に建設されたが、修正が必要と判断
し2月に再度打ち合わせ、今後修正予定である 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     尾鷲の緑豊かな渓谷   仮設道路建設のために伐採    完成したアニマルパスウェイ 
 
（６）富士山北麓の道路(スバルライン）分断状況の調査（遺伝子分析）（設置場所、調査） 

富士スバルラインのアニマルパスウェイ提案を目指し、道路の分断の影響をアカネズミ、ヒメネズミ
、スミスネズミ等の遺伝子を分析することで実証できるか調査を実施する。北大、福山大の協力を得
ている。昨年度サンプリングと本年度、8月24日-26日の調査において、約45の遺伝子分析用サンプル
を得、福山大学佐藤准教授により、その遺伝子分析(ミトコンドリアDNA Dloop領域の解析)を実施。富
士スバルラインが出来て50年余において、その分断の影響を調査するために、複数の採集地点間の集
団の遺伝的構成の比較を行った。その結果、すべての採集地点での遺伝的分化の傾向は見られたが、
富士スバルラインだけで説明できる遺伝子的分化は見つからなかった。サンプル数が少ないため、継
続的調査が必要であり、アニマルパスウェイの効果試験するための対象群としてのデータを得ること
が出来た。（シンポジウム報告書より抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

捕獲したスミスネズミ                   アカネズミ 
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（７）情報交換会の開催： 6月20日、12月19日、2月24日 
  ◆6月20日本年の総会およびアニマルパスウェイ研究会兼情報交換会を大成建設の会議室で開催(24名) 
   ヤマネの研究で2016年3月に2名が博士号を取得しましたので、その研究成果を発表いただいた。ま

だまだ知らないことの多いヤマネの生態の知見を深めることが出来、アニマルパスウェイの普及に
よる樹上性野生動物の保全の重要性を認識した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        岩渕博士の講演                饗場博士の講演 
 
  ◆12月19日 シンポジウムの反省会を兼ねて情報交換会を大成建設会議室で開催(20名)   
   シンポジウムの反省会を開催しました。3年に1回のシンポジウム開催の基本方針を確認し、今後の

国内外との連携の重要性について多くの意見があった。 
 
  ◆2月24日 情報交換会 ライオン新宿センタービル店で開催(9名) 

小田氏より第16回野生生物と交通研究発表会のご報告を頂き、質問も交えて議論できた。 
また、日大の交通システム工学科准教授 伊東先生にご参加頂き、最近の最前線の研究情報やこれか
らの米豪でのご研究のご計画などを伺い、今後可能な連携をお願いした。 
 

３．事業を推進するための運用 
（１）新会員やボランティアの確保（参加） 
  ・本年度は３名の新入会員と２名の退会者がありました。 

（２）その他 
  ・帯広市の歯科医師会会長より、帯広にもエゾリスのためのアニマルパスウェイを建設したいとのお話

が昨年よりあり、報道によると廃棄する歯ブラシを資源活用するためにメーカーに買い取っていただ
き、それを資金としてアニマルパスウェイを建設する運動を始められました。  

（３）助成 
三井物産環境基金(2014～2017年：3ケ年)、公益信託経団連自然保護基金(2016年) 

    公益信託大成建設自然歴史環境基金(2016年) 
（４）自販機寄付 

• 株式会社東京建設コンサルタント • 那須平成の森フィールドセンター(２台） 
• キープ協会清泉寮（３台） • 大成建設設計本部(３台） 
• 大成建設株式会社横浜支店桂台トンネル（２台）および東北支店磯鶏地区道路工事作業所   
                                          以上 

 

２０１６年度 アニマルパスウェイに関する実施結果 

項目 月日 時間 イベント 場所 主催 

シンポ 4 月 6日(水) 16 時 シンポ打ち合わせ 地域環境計画 ApWA 

監査 4 月 8日(金) 14 時 監査 新宿 ApWA 

役員会 4 月 20 日(水） 10 時 理事会 
関学東京キャ

ンパス 
ApWA 

HP 4 月 25 日(月) 14 時 HP 英文化、絵本のアニメ化打ち合わせ 大成建設 ApWA 

ニュースレター 4 月 30 日(土)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

調査・提案 5 月 6～8日  隠岐の島調査・教育 隠岐 ApWA 

調査 5 月 31 日(火)  盛岡北道路視察 盛岡  

ニュースレター 5 月 31 日(火)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

 6 月 11 日（土） 13 時 道路生態研究会総会・研究発表会 
高速道路調査

会 
道路生態研 

打ち合わせ 6 月 20 日（月） 13 時 アニマルパスウェイ・マニュアル化 WG 大成建設 ApWA 

総会 
6 月 20 日(月) 

15 時～17

時 30 分  

総会、アニマルパスウェイ研究会 
大成建設  

ApWA 

APRS 研究会・情報交換会 岩渕氏、饗場氏による学位論文発表 
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ニュースレター 6 月 30 日（木）   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

調査 
7 月 21 日、8月 16

日 
 北杜市 APW 候補地生態系調査 清里 JDPR 

ニュースレター 7 月 31 日(日)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

打ち合わせ 8 月 3日  
アニマルパスウェイ・マニュアル化 WG 

シンポジウム準備会 
大成建設 ApWA 

調査 8 月 24 日～26 日  
河口湖･富士山スバルライン・ 

分断化遺伝子分析用サンプリング調査 
富士吉田市 

ApWA 

 福山大学 

国際学会 

ポスター発表 
8 月 30 日～9月 2日  ＩＥＮＥ２０１６ 

仏ＬＹＯＮ第

３大学 

ApWA 

APRS 

ニュースレター 8 月 30 日(火)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

打ち合わせ 9 月 7日  アニマルパスウェイ・マニュアル化 WG 大成建設 ApWA 

国際学会 9 月 9 日～11 日  国際ヤマネ学会 英 REDER JDPR 

  調査 9 月 25～26 日   
名古屋市東山動物園 APW 

国土交通省紀勢線仮設道路 APW 

名古屋市 

尾鷲市 

ApWA 

APRS 

JDPR 

ニュースレター 9 月 30 日(金)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

理事会 10 月 3－   電子理事会   ApWA 

 10 月 1 日  道路生態研究会第 1回研究部会 
高速道路調査

会 
道路生態研 

 10 月 3 日  茂原第 1トンネル視察（メンバー参加） 圏央道 道路生態研 

打ち合わせ 10 月 12 日 14 時  シンポ準備会  大成建設 
ApWA 

APRS 

 10 月 12 日 16 時 アニマルパスウェイ・マニュアル化 WG 大成建設  

ニュースレター 10 月 31 日(月)   アニマルパスウェイ通信発行   APRS 

学会 11 月 6 日(日)  
野生生物と社会学会のテーマセッションに代

表理事参加 
東京農工大 

ロードエコロ

ジー研究会 

打ち合わせ 11 月 14 日(月)   シンポジウム準備会、マニュアル化委員会 
TEPIA 

大成建設 

APRS 

APRS 

JDPR 

シンポジウム 11 月 22 日（火） ＰＭ シンポジウム TEPIA 

ApWA 

APRS 

JDPR 

ニュースレター 11 月 30 日(水)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

展示会・PR 12 月 8 日-10 日  10-17 時 エコプロ展出展予定：NGO/NPO コーナー 
東京ビッグサ

イト 
ApWA 

講演 12 月 8 日(木) 
18 時～20

時 
市民と NPO の交流サロンで当会を紹介 

新宿 NPO 推進

センター 
同左 

研究会・情報 

交換会 
12 月 19 日(月)   

マニュアル化委員会、 

ＡＰＷ研究会・情報交換会 
大成建設 

ApWA 

APRS 

ニュースレター 12 月 31 日(土)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

委員会 1 月 18 日(水)  マニュアル化委員会 大成建設 ApWA 

視察 1 月 27 日(金)  盛岡北道路 APW 視察  ApWA 

ニュースレター 1 月 31 日(火)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

学会 2 月 17 日(金)   野生生物と交通研究発表会共催 札幌北大 DEC 

情報交換会 2 月 24 日(金)   情報交換会   ApWA 

支援 2 月 26 日(日)  ヤマネの巣箱作り支援 清里 大成建設 

ニュースレター 2 月 28 日(火)   アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

提案 3 月 21-29 日予定  アニマルパスウェイの設置提案 
北杜市 

山梨県 
ApWA 

ニュースレター 3 月 31 日(金)  アニマルパスウェイ通信発行  ApWA 

報告書 3 月 31 日(金)  年次報告書作成  ApWA 

 
以上 

 
 

一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物の会 事務局  info@animalpathway.org 
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